
釧路水試だより 第83号 (2001.3)

ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

利
用
部

辻

浩
司

･
宮
崎
亜
希
子

･
武
田
忠
明

は
じ
め
に

｢
ア
レ
ル
ギ
ー
｣
か
ら
'
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
連
想

す
る
で
し
ょ
う
か
｡
漢
字
'
計
算
､
英
語
ア
レ
ル

ギ
ー
'
そ
れ
と
も
男
性
､
女
性
ア
レ
ル
ギ
ー
で
し
ょ

う
か
｡
今
回
は
､

一
番
身
近
な
ア
レ
ル
ギ
ー
で
あ
る

ア
ー
ピ
ー
性
皮
膚
炎
､
哨
息
､
鼻
炎
と
い
っ
た
症
状

を
引
き
起
こ
す
Ⅰ
型
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

(秦
-
)
に

つ
い
て
､
そ
し
て
､
こ
れ
を
阻
害
す
る
成
分
を
海
藻

か
ら
見
つ
け
出
そ
う
と
い
う
試
み
(付
加
価
値
向
上
)

を
紹
介
し
ま
す

(図
1
)｡

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

厚
生
省
の
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
の
調
査
に
よ
る

と
､
｢国
民
の
三
人
に

一
人
が
ア
-
ピ

ー
性
皮
膚
炎
'

鴨
息
､
鼻
炎
と
い
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
経
験
し

て
い
る
｣
と
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
'
ア
レ
ル
ギ
ー

は
現
代
病
'
文
明
病
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
ア

レ
ル
ギ
ー
の
発
症
に
は
'
遺
伝
的
要
因
の
他
に
'
高

タ
ン
パ
ク
質

･
脂
肪
の
食
品
を
摂
取
す
る
機
会
が
増

え
た
こ
と
'
大
気
汚
染
や
排
気
ガ
ス
等
の
環
境
の
変

化
､
ス
ト
レ
ス

(神
経
系
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
)
が
原

因
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
例
え
ば
､
ア
レ
ル
ゲ
ン

(
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発
症
さ
せ
る
物
質
)
が
花
粉
の
場

合
､
鼻
の
粘
膜
に
多
-
存
在
す
る
マ
ス
ー
細
胞
と
い

う
と
こ
ろ
に
､
抗
体

(花
粉
等
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
特

異
的
に
結
合
す
る
タ
ン
パ
ク
質
で
､
な
か
で
も
免
疫

グ
ロ
ブ
リ
ン
E
が
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
与
し
て
い
る
)

が
結
合
し
'
さ
ら
に
'
そ
こ
に
花
粉
が
結
合
す
る
と
､

マ
ス
-
細
胞
か
ら
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
放
出
さ
れ
'
鼻
の

粘
膜
を
刺
激
し
て
､
ク
シ
ャ
ミ
や
鼻
水
が
出
て
し
ま

い
ま
す
｡
こ
の
マ
ス
ト
細
胞
は
粘
膜
､
皮
膚
､
腸
管

等
の
体
の
表
面
に
近
い
部
分
に
た
-
さ
ん
存
在
し
ま

す
｡
で
す
か
ら
'
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
皮
膚
で
'
嘱

息
は
気
管
支
の
粘
膜
で
､
鼻
炎
は
鼻
の
粘
膜
で
起
こ

り
ま
す
｡

二
〇
〇
〇
年
､
科
学
技
術
庁
研
究
開
発
課
は

｢
ス

ギ
花
粉
症
は
重
要
な
国
民
健
康
問
題
の
ひ
と
つ
｣
と

し
､
ス
ギ
花
粉
症
の
患
者
は
約

二
二
〇
〇
万
人
で
､

そ
れ
に
と
も
な
う
医
療
費
は
二
八
六
〇
億
円
に
も
達

す
る
と
の
報
告
を
行
い
t
l
一〇
〇
五
年
を
目
途
に
ア

レ
ル
ギ
ー
に
対
応
す
る
た
め
の
基
礎
技
術
を
開
発
す

る
た
め
に
､
免
疫

･
ア
レ
ル
ギ
ー
科
学
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
､
ア
レ
ル
ギ
ー
は
国
民
全
体
に
及
ぼ

表1 アレルギー反応の種類

アレルギーの型 主な疾患

Ⅰ型 (即時型) ア トピー性湿疹 ･鼻炎､職息

Ⅱ型 (細胞障害型) 自己免疫性溶血性貧血､血液型不適合

Ⅲ型 (免疫複合型) 腎炎､慢性関節リュウマチ

Ⅳ型 (遅延型) ツベルクリン型反応､接触性過敏反応
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す
重
要
な
問
題
で
す
｡

海
藻北
海
道
を
代
表
す
る
海
藻
と
い
え
ば
､
コ
ン
プ
｡

生
換
算
で
は
十

一
万
ー
ン
'
金
額
に
し
て
二
百
三
十

億
円
も
の
生
産
が
あ
-
ま
す
が
'
加
工
が
盛
ん
な
の

は
関
西
'
北
陸
で
､
消
費
が
最
も
多
い
の
は
沖
縄
県

で
す
｡
加
工
品
で
は
､
佃
煮
'
昆
布
巻
き
､
お
し
ゃ

ぶ
-
こ
ん
ぶ
等
を
含
め
た
乾
物
'
そ
し
て
最
近
で
は

サ
ラ
ダ
等
が
あ
-
､
利
用
面
か
ら
は
工
業
的
に
生
産

さ
れ
て
い
る
ア
ル
ギ
ン
酸
､
カ
ラ
ギ
ナ
ン
､
寒
天
な

ど
が
あ
り
ま
す
｡
海
藻
の
利
用
に
つ
い
て
は
､
本
誌

七
十
号

｢雑
海
藻
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
｣
､
七
十
七

号

｢海
の
野
菜
に
つ
い
て
｣
､
八
十

一
号

｢
こ
ん
ぶ
麺

の
保
蔵
性
向
上
試
験
｣
等
で
紹
介
し
ま
し
た
｡

ま
た
'
海
藻
の
機
能
性
に
つ
い
て
は
'
ヒ
ジ
キ
の

水
抽
出
液
が
ガ
ン
細
胞
の
増
殖
を
阻
害
L
t
エ
ゾ
イ

シ
ゲ
に
は
血
糖
値
上
昇
に
関
与
す
る

α
-
グ
ル
コ
シ

ダ
ー
ゼ
を
阻
害
す
る
成
分
が
含
ま
れ
､
ワ
カ
メ
の
フ

コ
キ
サ
ン
チ
ン
が
ヒ
ト
白
血
病
細
胞
の
ア
ポ
ト
ー
シ

ス

(細
胞
死
)
を
誘
導
す
る
等
各
種
報
告
が
あ
-
ま

す
｡

釧路水試だより 第83号 (2001.3)

図1 海藻類の抗アレルギー性機能成分の利用技術開発

目 的

従 来

これから

海 藻 の 利 用 拡 大

寒 天

アルギン酸

カ ラギ ナ ン

利 用

ノリ､テングサ

フノリ など

乾 物

昆 布 巻 き

佃 煮

サ ラ ダ

加 工

コンプ､ワカメ､

ツノマタ､ヒジキ､

抗アレルギー性

機 能 性

北海道沿岸に繁茂する海藻類

表2 食品中の抗アレルギー因子

食 品 成 分

エ ビガロカテキンガレー ト

フラボノイ ド類

n-3系多価不飽和脂肪酸
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表3 抗アレルギー用海藻サンプル

緑藻類
番号 産地 和名 水分 (%)

1
2
3
4
5
6

釧路市 アナアオサ 88.0
エゾヒトエクサ 95.7
シワヒトエ 95.5
モツキヒトエ 94.7
タマジュズモ 91.7
アサミドリシオグサ 88.4

褐藻類
1 釧路市

2

3

4

5

6

7

8

9

アイヌワカメ
ウガノモク
スジメ
ツルモ

ヒバマタ
マツモ

ナガコンプ
アナメ
エゾフクロ

0
5
4
2
3
2
0

4
2

1
0
1
5
3
7
2

7
4

9
9
9
8
8
8
9
00
9

紅藻類
市儲卦1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

日

12

13

14

15

アカバ

アカバギンナンソウ
イギス

オオバオキツパラ
オオノコギリヒバ
カレキクサ
クシペニヒバ
クロハギンナンソ
ヒラコトジ
フクロフノリ
フジマツモ

ウ

ベニフクロノリ
リュウモンソウ
フイリタサ
ライノスケコノハ

4

6

2

3

6

0
0

4

6

5

1

3

2

7

6

9

0

0

1

1

9

5

4

5

8

4

7

1

4

7

7

8

8

9

8

7

0
0

0
0

8

7

8

8

9

9

9

0

0
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抗
ア
レ
ル
ギ
ー
活
性

一
般
に
'
食
品
の
中
で
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
活
性
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
'
お
茶
､
魚
油
な
ど
で
す

(表
2
)
が
､
今
年
は
釧
路
東
部
漁
業
協
同
組
合
さ
ん

の
ご
理
解
の
も
と
'
各
種
海
藻
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し

ま
し
た

(表
3
)｡
こ
の
な
か
に
､
活
性
が
あ
る
も
の

を
期
待
し
'
現
在
分
析
を
進
め
て
い
ま
す
｡
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